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北海道の社会経済状況と
幹線道路ネットワークについて
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北海道の社会経済状況の変化等【人口】

○北海道の人口は全国を上回るスピードで減少。

○道内の多くの地域で、人口減少と高齢化が進行しており、特に地方部において著しい。

■北海道の人口・全国シェア・人口動態の推移

■人口増減 ■高齢化率

資料：総務省「Ｈ２２国勢調査」資料：総務省「Ｈ２２国勢調査」
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1資料：総務省「国勢調査」

■高齢化率の推移

注： 北海道人口は各年１０月１日現在、Ｈ１２、Ｈ１７、Ｈ２２は国勢調査人口、それ以外は国勢調査結果に基づく推計人口
なお、総人口は国勢調査人口から算出している

出典：総務省「国勢調査」「人口推計」「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」
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○広域な北海道においては都市が分散しており、人口密度も全国で最も低い。最寄都市までの平均道路距離は全国の約２倍～３倍。

北海道の社会経済状況の変化等【地域構造】

■最寄都市までの平均道路距離（km）

■全国の都市の分布

資料：総務省「Ｈ２２国勢調査」を基に作成

■人口密度の全国比較

資料：総務省「Ｈ２２国勢調査」を基に作成

全国市町村分布
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※集計には離島を含まない。
資料：NITAS（総合交通分析システム）H24年度Ver.2.0を用いて集計

※最寄都市までの平均道路距離とは、対象人口規模未満の都市から対象人口
規模の都市までの道路距離の平均値 2



北海道の社会経済状況の変化等【経済規模・産業構造】
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○ＧＤＰ及び１人あたりＧＤＰは、全国・全道とも増加傾向にあるが、道内においてはこの１０年やや減少傾向。
○全国・全道ともに、第三次産業の割合が高い。
○全国に比べ、第二次産業の減少割合が高い。

■全国・全道ＧＤＰの推移

■全国・全道１人あたりのＧＤＰの推移

資料：内閣府 県民経済計算

資料：内閣府 県民経済計算
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■ＧＤＰ（実質）の産業構成比

資料：内閣府 県民経済計算

北海道 全国

平成12年度
20兆5,977億円

平成22年度
18兆8,404億円

平成12年度
524兆985億円

平成22年度
520兆3,951億円

全国ＧＤＰ（百万円） 全道ＧＤＰ（百万円）
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４３分短縮
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浦河町

札幌市

北海道のくらし【都市間移動①】

▼札幌市から主要都市までの時間短縮図

資料：国土交通省「道路交通センサス」を基に作成

※昭和45年度末（高規格幹線道路 0km）と平成24年度末予定（高規格幹線道
路1015km）での所要時間の比較。

○北海道は都市間距離が長い特徴を有するが、高速道路の整備等により移動時間が短縮。
○一方、一般道を中心に、冬期旅行速度の低下や豪雨・豪雪等による通行止め等に課題。

S45年度末時点

H24年度末時点（予定）

▼過去１０年の通行止め回数

4

※出典：北海道開発局（H15年～H24年の通行止め履歴）
※H22センサス区間集計

※昭和45年は都市間の距離を表している。

平成24年は札幌市から各都市への所要時間の 短縮率を地域間の距離に
乗じることで表現した ものであり、各都市以外への所要時間を正確に表現
したものではない。
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北海道のくらし【都市間移動②】
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○本年１月、大雪により各種交通機関がマヒし、多くの帰省客等が足止め。
○道央道では1/3～1/4に通行止めが発生し、オホーツクと札幌を結ぶ都市間バス等にも影響。
○都市間バスの一部（札幌～網走）は、通行止めの少ない道東道を利用し迂回。

▼年間降雪量の推移▼年間降雪量の推移

迂回により約
1,200人が帰路

道東道全線供用後に
迂回ルートとして利用開始

▼2013/1/1～1/6 都市間バス運行状況

1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6

ドリーミントオ
ホーツク号

札幌-網走
20便/日
（10往復）

通常
運行

通常
運行

全便
迂回

全便
迂回

通常
運行

通常
運行

高速えんが
る号

札幌-遠軽
5便/日

（2.5往復）
通常
運行

通常
運行

全便
運休

３便
運休

通常
運行

１便
運休

区間 本数
年始運行状況

札幌～網走間は20便が迂回
札幌～遠軽間は9便運休

高速えんがる号・JR
の運休により、1/3
～1/4の2日間で約
1,000人が足止め

*NEXCO資料より
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*気象庁：岩見沢

▼高速道路通行止め比較▼高速道路通行止め比較

年始に大
雪が発生

例年の約２倍
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６０分圏内（通年）

６０分圏内（夏期のみ）

６０分圏外

北海道のくらし【医療①】

■面積100km2当たりの医師数

○北海道の面積100km2当たりの医師数は１５．１人であり、全国平均７８．１人の約１/５の水準。
○医療施設が都市部に集中し、地方部における医療水準の確保が課題。

■救急搬送の自給率■通院の自給率 ■救急搬送の自給率の推移

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」（H22年度）

資料：北海道開発局調べ資料：北海道「国民健康保険患者受療動向調査」

資料：北海道開発局調べ

救急搬送の自給率の伸び
Ｈ２１/Ｈ１２

0.9 -   (72)
0.7 - 0.9  (40)
0.5 - 0.7  (12)
0.0 - 0.5  (55)※救急搬送および通院の自給率とは、救急搬送（通院）におけて搬送元（通院元）の市町村

および搬送先（通院先）の市町村が共に自市町村となる割合
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■高次医療施設への６０分カバー圏（季節別）

資料：国土交通省「Ｈ２２道路交通センサス」を基に作成

高次医療施設
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*資料：医師・歯科医師・薬剤師調査、道北圏：上川・宗谷・留萌地方を対象*資料：医師・歯科医師・薬剤師調査、道北圏：上川・宗谷・留萌地方を対象

▼道北圏における医師数の変化（H14年-H22年） ▼救急搬送件数の推移

資料：各消防ヒアリング

＜士別⇒名寄＞ ＜名寄以北⇒旭川＞
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○地域医療の二極化の進展により、名寄・旭川への救急搬送件数が増加。

北海道のくらし【医療②】

28人
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年度

H20
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平成16年度 常勤医師28名体制

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度 常勤医師13名体制、病床数40床廃止（全230床）

平成23年度 病床数31床廃止（全199床）

平成24年度 常勤医師15名体制（循環器内科2名増）

○産婦人科医減少
⇒ 院内分娩中止

○眼科・泌尿器科・耳鼻咽喉科が出張体制
（H18）

⇒ 医師不足により入院患者の受入が困難
⇒ 外来診療時間に制限

○小児科医を名寄市立病院へ集約（H19）
⇒ 名寄での小児科24時間体制開始

医師数が
半減

▼常勤医師数▼士別市立病院の体制変化

病院運営が深刻となり、「士別市立病院経営改革プラン」を策定病院運営が深刻となり、「士別市立病院経営改革プラン」を策定

「名寄市との定住自立圏構想」
⇒医療分野における連携強化
「名寄市との定住自立圏構想」
⇒医療分野における連携強化

▼士別市立病院の医師数減少経緯

医師数増加

医師数増加



札幌市

函館市

旭川市

帯広市

北見市

釧路市

名寄市

砂川市

北海道のくらし【医療③】
○道北圏では、医療施設（病院施設・一般診療施設）の診療科目が限られていることから、圏域中心都市へ依存せざるを得ない状況。
○占冠村では道東道の供用により、帯広の救命救急センターへの60分以内の搬送が可能となるなど、搬送先の選択肢が拡大。

▼道北圏における医療施設診療科目
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H19 トマムＩＣ～十勝清水ＩＣ間供用 H21 占冠IC～トマムＩＣ間供用

▼占冠村からの搬送割合

資料：富良野消防署データより算出（救急車による１次搬送分）

【３次医療施設：旭川市】
所要時間：92分

【２次医療施設：富良野市】
所要時間：62分

３次医療施設のある帯広市へ

所要時間：56分

※所要時間：富良野消防署
データより算出

旭川市へ

富良野市へ

帯広市へ

占冠村における広域の救急搬送状況

▼救命救急センター及び地方センター病院への
約１０年前（Ｈ15年度末）からの短縮時間

内 精
神
内

心
内

呼 消 循 小 外 整 脳
呼
外

心
外

小
外

皮 泌
産
婦

肛 眼 耳 放 麻

旭川市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
稚内市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
猿払村 ○
浜頓別町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中頓別町 ○ ○
枝幸町 ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊富町 ○ ○ ○
名寄市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
士別市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
美深町 ○ ○ ○
幌加内町
和寒町 ○ ○ ○ ○
下川町 ○ ○ ○ ○

資料：H24北海道保健福祉部医務薬務課

旭川市・名寄

市は診療科目
が多い

▼診療科目数
出典：北海道医療機能情報システム

8

H15年度末供用区間

H16～H24年度末供用区間

0   (122)
0 - 10分未満短縮   (42)

10 - 20分未満短縮   (12)
20 分以上短縮   (3)

救命救急センター及び地方センター病院への時間短縮
（Ｈ１5からＨ２4の短縮時間）

資料：国土交通省「道路交通センサス」を基に作成

専門的な科目が都市部の医療施
設に集中し、地域の医療体制が
十分に構築されていない。
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北海道のくらし【冬期交通①】
○北海道では、吹雪や豪雪など気象状況により交通障害が多く発生。

▼全道のスタック発生状況（H23,24）

国道２７４号 日勝峠国道２７５号 月形町 国道４０号 音威子府町国道５号 稲穂峠 夏・冬

≪札幌市近郊の例≫≪札幌市近郊の例≫

9

○坂道（急勾配）やカーブ（急カーブ）がきつい峠部な
どでは、路面状況と相まってスタックが発生

○一方、平地部においても、吹雪や豪雪など気象状
況により、吹きだまりや幅員減少に起因しスタック
が発生

写真①写真① 写真②写真② 写真③写真③ 写真④写真④

①①

②②

③③

④④

凡 例

スタック発生箇所

供 用 中

事 業 中

計 画 中

中 核 都 市

中 核 都 市 群

地 方 中 心 都 市

拠 点 空 港

国 際 拠 点 港 湾

重 要 港 湾

スタック発生回数
上位３箇所

凡 例

ス タ ッ ク

発 生 箇 所 ･ 回 数

供 用 中
事 業 中
そ の 他

上 段 : 縦 断 勾 配
下段： 大型 車混入率

資料：北海道開発局調べ



北海道のくらし【冬期交通②】
○平成25年3月の暴風雪では広域的な交通障害が発生し、多くの犠牲者。

▼平成25年3月の暴風雪の状況▼平成25年3月の暴風雪の状況

国道３９号 北見市

○３月１日からの低気圧による通行止め区間および被害の概要

通行止め区間
国道
道道

ふ ら の し きたおおぬま

○富良野市北大沼
・（路線名不明）
・１名死亡

ゆうべつちょうひがし

○湧別町東
・一般道道湧別停車場サロマ湖線
・１名死亡（１名重傷）

きたみ し るべしべちょうひらさと

○北見市留辺蘂町平里
・市道
・１名死亡

あばしりしふたみがおか

○網走市二見ケ岡
・（路線名不明）
・１名死亡

なかしべつちょうまたおち

○中標津町俣落
かみむ さ け ねべつていしゃじょうせん

・一般道道上武佐計根別停車場線
・４名死亡

なかしべつちょうひょうちゅう

○中標津町俵中
・（路線名不明）
・１名死亡

○通行止め延長（累計）：国道L=1,261.4km （23路線50区間）
道道 L=1,843.4km  （124路線149区間）

10

○平成25年３月の暴風雪状況写真

-2,500 

-2,000 

-1,500 

-1,000 

-500 

-

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

道道通行止め延長

国道通行止め延長

道道通行止め解除延長推移

国道通行止め解除延長推移

道道通行止め延長推移

国道通行止め延長推移

[km
]

道
路
延
長

3/1
（金）

3/3
（日）

国道 累計
L=1,261.4km

3/2
（土）

3/4 8:00
国道

全解除

道道 3/3 7:00
最大L=1,843.4km

3/4
（月）

道道 累計
L=1,843.4km

3/7 17:30
道道

全解除

国道 3/3 0:00
最大L=1,167.1km

3/5
（火）

3/6
（水）

○通行止め期間：国道 H25.3.1 22:40 開始～3.4 8:00 全解除（延べ57時間20分）
道道 H25.3.1 10:00開始～3.7 17:30全解除（延べ151時間30分）

○通行止め延長：国道 L=1,261.4km（23路線50区間） 最大L=1,167.1km （H25.3.3 0:00） （23路線44区間）
（累計） 道道 L=1,843.4km （124路線149区間） （同最大（H25.3.3 7:00））

通
行
止
め
解
除
延
長

通
行
止
め
延
長

国道

道道

国道通行止め 延べ57時間20分

道道通行止め 延べ151時間30分

○国道・道道の通行止めと解除推移（H25.3.1～3.7）

資料：北海道開発局調べ

資料：北海道開発局



道北圏

道央圏

道東圏

道南圏

北海道のくらし【人や物の流れ】

○札幌都市圏を中心に、各拠点都市で渋滞が発生。冬期間においては、更に速度が低下。

凡例
１ｋｍ当たりの渋滞損失時間（人時間／年）

5万 ～

10万 ～

20万 ～

10万

20万

■１km当たりの渋滞損失時間（人時間／年）ＭＡＰ ■一般道路の沿道状況別旅行速度（札幌市）

26.6 27.6

42.0

58.4

29.2

20.5
24.0

36.7

52.4

22.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

DID その他市街部 平地部 山地部 合計

H24秋期
H24冬期

6.4km/h
低下

資料：H24プローブデータを基に作成
資料：H24プローブデータを基に作成

11

■渋滞発生状況

国道274号×国道275号交差点
（札幌市）国道5号（札幌市）



■区間

15

14

1
3

2

17

9

7

11

6

8

5

4

19

10

12
16

18

20

21

23

22

24

13

25

札幌エリア②

札幌エリア①

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

1 道央（札幌市周辺）

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

＜道路種別＞

高速道路

一般国道

道道

市町村道

区間

エリア

札幌
小樽

函館

室蘭

浦河

旭川

留萌

稚内

紋別

北見

網走

釧路

根室

帯広

江差

■箇所

10km0 1 2 3 4 5500m

定山渓

至 喜茂別 至 札幌

定山渓周辺

エリア：都市部等、混雑区間・箇所が面
的に広がっており、複数路線に
跨り複数の主要渋滞箇所を含む

区域
区間 ：交差点等が連担するなど、速度

低下箇所が連続しており、複数
の主要渋滞箇所を含む区間

箇　所　名

1 一般国道２７５号×北１３条北郷通（市道）

2 一般国道３６号×白石中の島通（市道）

3 一般国道２７５号×道道丘珠空港東線

4 道道琴似停車場新琴似線×道道樽川篠路線

5 一般国道２３１号×篠路通（市道）

6 一般国道１２号×道道西野白石線

7 一般国道２７４号×道道札幌夕張線

8 一般国道１２号×道道厚別停車場線

9 一般国道３６号×道道西野白石線

10 一般国道３６号×道道真駒内御料札幌線

11 一般国道３６号×道道厚別平岡線

12 一般国道２３０号×真駒内通（市道）

13 一般国道４５３号×道道西野真駒内清田線

14 道道西野真駒内清田線×北1条宮の沢通（市道）

15 道道札幌北広島環状線×道道下手稲札幌線

16 一般国道１２号×もみじ台通（市道）

17 一般国道１２号×平和通（市道）

18 一般国道２３０号×福住桑園通（市道）

19 一般国道３６号×市道里塚北野旧道線

20 一般国道２７５号（雁来大橋）

区　間　名 箇　所　名

一般国道５号×一般国道２３１号

一般国道５号×道道札幌環状線

一般国道５号×環状通（市道）

一般国道５号×道道花畔札幌線

一般国道５号×北５条手稲通（市道）

一般国道５号×一般国道１２号

道道下手稲札幌線×環状通（市道）

道道札幌環状線×道道下手稲札幌線

一般国道５号×道道札幌環状線

道道札幌環状線×道道下手稲札幌線

一般国道２３０号×道道宮の沢北１条線

一般国道２３０号×菊水旭山公園通（市道）

一般国道２３０号×道道札幌環状線

一般国道５号×一般国道１２号

一般国道３６号×創成川通（市道）

創成川通（市道）×豊平川通（市道）

道道札幌夕張線×南7条米里通（市道）

一般国道１２号×南7条米里通（市道）

道道札幌環状線×南7条米里通（市道）

一般国道２３０号×道道宮の沢北１条線

一般国道１２号×一般国道３６号

一般国道５号×一般国道１２号

一般国道１２号×市道４丁目線

一般国道１２号×道道札幌夕張線

一般国道１２号×一般国道２７５号

一般国道３６号×一般国道４５３号

一般国道４５３号×道道札幌環状線

一般国道４５３号×道道西野白石線

一般国道５号×環状通（市道）

道道札幌環状線×東8丁目篠路通（市道）

一般国道２７５号×道道札幌環状線

道道札幌環状線×南7条米里通（市道）

道道札幌夕張線×道道札幌環状線

一般国道３６号×道道札幌環状線

道道札幌環状線×羊ヶ丘通（市道）

道道札幌環状線×南7条米里通（市道）

道道札幌夕張線×道道札幌環状線

一般国道１２号×道道札幌夕張線

道道札幌夕張線×南7条米里通（市道）

道道札幌夕張線×道道札幌環状線

道道札幌夕張線×道道西野白石線

南7条米里通（市道）
南１条通～道道札幌環状線

8
一般国道４５３号
一般国道３６号～道道西野白石線

1
一般国道５号
北１条～北３４条

道道下手稲札幌線
環状通（市道）～道道札幌環状線

3
道道札幌環状線
一般国道５号～道道下手稲札幌線

4

2

一般国道２３０号
北一条～道道札幌環状線

5

9
道道札幌環状線
一般国道５号～豊平川

10
道道札幌環状線
豊平川～羊ヶ丘通（市道）

創成川通（市道）
一般国道５号～南７条大橋

6

7
北一条通
西１０丁目～東８丁目篠路通

11

道道札幌環状線
南7条米里通（市道）～道道札幌夕
張線

12
道道札幌夕張線
一般国道１２号～道道西野白石線

区　間　名 箇　所　名

一般国道５号×道道札幌北広島環状線

一般国道５号×道道下手稲札幌線

一般国道５号×道道前田新川線

一般国道５号×一般国道２３１号

一般国道５号×一般国道２３１号

一般国道２７４号×道道花畔札幌線

一般国道２７４号×一般国道２７５号

道道札幌当別線×道道丘珠空港東線

道道丘珠空港線×東8丁目篠路通（市道）

一般国道２７４号×一般国道２７５号

一般国道２７４号×米里通（市道）

一般国道２７４号×道道大麻東雁来線

一般国道２７４号×平和通（市道）

一般国道２７４号×清田通（市道）

14
一般国道２７４号
一般国道２３１号～一般国道２７５号

13
一般国道５号
下手稲通～一般国道２３１号

15
道道丘珠空港線
東8丁目篠路通（市道）～道道札幌
当別線

16
一般国道２７４号
一般国道２７５号～清田通（市道）

区　間　名 箇　所　名

道道琴似停車場新琴似線×新川通（市道）

道道琴似停車場新琴似線×道道下手稲札幌線

道道宮の沢北１条線×道道琴似停車場線

道道西野真駒内清田線×羊ヶ丘通（市道）

一般国道３６号×道道西野真駒内清田線

道道西野白石線×羊ヶ丘通（市道）

道道西野真駒内清田線×羊ヶ丘通（市道）

道道真駒内御料札幌線×羊ヶ丘通（市道）

道道大曲工業団地美しが丘線×羊ヶ丘通（市道）

一般国道３６号×厚別東通（市道）

一般国道３６号×道央自動車道

一般国道３６号×道道仁別大曲線

一般国道３６号×道道仁別大曲線

道道仁別大曲線×道道大曲工業団地美しが丘線

一般国道３６号×厚別東通（市道）

羊ヶ丘通（市道）×道道大曲工業団地美しが丘線

一般国道２３０号×道道小樽定山渓線

一般国道２３０号×市道小金湯東連絡線

一般国道３３７号×道道札幌当別線

一般国道３３７号×道道札幌当別線

道道仁別大曲線
一般国道３６号～道道大曲工業団
地美しが丘線

23

羊ヶ丘通（市道）
道道真駒内御料札幌線～道道大曲
工業団地美しが丘線

20

21

17
道道琴似停車場線
新川通（市道）～道道宮の沢北１条
線

18
道道西野真駒内清田線
一般国道３６号～羊ヶ丘通（市道）

19

一般国道３６号
羊ヶ丘通（市道）～道道仁別大曲線

22

一般国道３３７号
札幌大橋

羊ヶ丘通（市道）
道道西野白石線～道道西野真駒内
清田線

道道大曲工業団地美しが丘線
一般国道３６号～羊ヶ丘通（市道）

24
一般国道２３０号
小金湯～定山渓

25

○検討の流れのイメージ ○札幌市周辺の主要渋滞箇所の例

北海道のくらし【渋滞対策】

（北海道渋滞対策協議会）

12

・客観的データに基づき、渋滞箇所を抽出
・地域における交通特性を考慮した抽出方法を検討

主要渋滞箇所(素案)の抽出（協議会※の意見）

※渋滞対策協議会は国･地方公共団体等の道路管理者、
都道府県公安委員会及び地方運輸局等により構成

・道路利用者が実感している渋滞箇所を抽出
・最新データや現地状況により渋滞状況を確認

渋滞に関する意見募集（道路利用者の意見）

・集中する渋滞箇所は、効率的に対策を実施できるよう、
区間又はエリアに集約

主要渋滞箇所の特定

（H24.12.26）

ソフト・ハードも含めた対策の検討

検討結果のとりまとめ

○北海道における道路の渋滞対策を効率的に進めていくため、「北海道渋滞対策協議会」において主要渋滞箇所の抽出方法につ
いて検討し、道路利用者が実感している渋滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定。

○今後、ソフト、ハードも含めた対策の検討を進め、主要渋滞箇所については、最新交通データ及び地域の交通状況を踏まえ、随時
見直しを図っていく予定。
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北海道

全国

(件)(件) (件)

都道府県別　交通事故死者数の推移 (単位：人)

ランク H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25※

愛知 北海道 北海道 北海道 北海道 北海道 北海道 北海道 北海道 北海道 北海道 北海道 愛知 愛知 愛知 愛知 愛知 愛知 愛知 愛知 愛知 愛知 愛知

593 585 595 619 632 595 613 533 536 548 516 493 428 435 407 389 326 318 281 256 276 235 162

北海道 愛知 愛知 愛知 愛知 兵庫 千葉 愛知 千葉 愛知 愛知 愛知 北海道 北海道 埼玉 北海道 北海道 埼玉 北海道 北海道 東京 北海道 兵庫

573 574 556 527 517 497 464 426 422 450 413 468 391 387 322 277 286 232 218 215 215 200 141

大阪 千葉 千葉 兵庫 兵庫 千葉 愛知 千葉 埼玉 千葉 千葉 千葉 埼玉 千葉 千葉 千葉 東京 北海道 埼玉 東京 埼玉 埼玉 埼玉

550 544 553 490 482 465 444 404 410 416 390 379 369 332 305 266 269 228 207 215 207 200 135

北海道 北海道 北海道

4位 302 6位 190 5位 128

1位

2位

3位

北海道のくらし【交通事故①】

○北海道における交通事故件数は、全国と同様、昭和４０年代中頃まで急激に増加したものの、交通安全対策を強化した結果、急
激に減少。その後再び増加したが、近年は再び減少傾向。

○平成１５年以降、発生件数、死者数とも減少し、現在までワースト１を回避するも、平成２４年では依然として２００人の尊い命が犠
牲となっており、未だに深刻な状況。

■死傷事故件数の推移（昭和30年～平成24年） ■死者数の推移（昭和30年～平成24年）

■都道府県別交通事故死者数の推移

資料： 北海道開発局資料

現在（H24） 4,411人

現在（H24） 200人

ピーク（S45） 16,765人

ピーク（H12） 30,806件

ピーク（H16） 952,191件

現在（H24） 664,907件

現在（H24）14,973件

ピーク（S46） 889人

※H25は、H25.10.6時点の値
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(件)

国道２７４号

占冠IC
十勝清水IC

トマムIC

日勝峠

石北峠

北見峠
丸瀬布IC

浮島IC

国道３３３号

国道３９号

白滝IC

（旧白滝）

※旧白滝は暫定設置のため、現在は廃止

【断面交通量の推移】

【高規格道路並行区間の死傷事故】

【断面交通量の推移】

【高規格道路並行区間の死傷事故】

▼旭川紋別自動車道（浮島IC～丸瀬布IC間）
並行国道の死傷事故

35%

65%
4%

47%

49%49%がが
転換転換

68%

32%

20%

28%

52%52%がが
転換転換

▼道東自動車道（占冠IC～十勝清水IC間）
並行国道の死傷事故

旭川市 北見市

札幌市
帯広市

資料：断面交通量は北海道開発局調べ

資料：死傷事故は北海道警察資料、
国土交通省「道路交通センサス」を基に作成

浮島IC～白滝IC間供用（H14.3）

白滝IC～旧白滝間
供用（H21.12）

旧白滝～丸瀬布IC間供用（H19.3）

トマムIC～十勝清水IC間供用（H19.10）

占冠IC～トマムIC間供用（H21.10）

○高規格幹線道路の整備により峠区間を回避することで、並行する一般国道の死傷事故は大幅に減少。
○並行する一般国道及び高規格幹線道路を併せた死傷事故も減少し、都市間交通における安全な交通が確保。
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北海道のくらし【交通事故②】



○交通安全分野における
「成果を上げるマネジメント」の流れ

凡例

事故危険区間
交差点
単 路

区間数上位10路線
路線番号

1 　　 5号 64 区間

2 　　12号 52 区間
3 　　36号 50 区間
4 　 274号 27 区間

5 　　38号 25 区間
6 　 230号 20 区間
7    337号 18 区間

8    278号 17 区間
9    275号 15 区間

10     39号 13 区間

区間数

函館市

室蘭市

小樽市

札幌市

帯広市

釧路市

網走市

旭川市

留萌市

稚内市

事故危険区間の傾向②
【郊外部】
○主要都市間の中間地点
○市街地から郊外に出る直近区間
○峠部・山間部の区間
○海岸沿い、湖畔の区間
○高規格幹線道路の端末ＩＣに
接続する区間

事故危険区間の傾向①

【市街部】
○中心市街地
○変則交差点、国道の屈曲点
○交通量の多い道路との交差点
○郊外型大規模商業施設の近傍
○郊外から市街地への入口
○高規格幹線道路の出入口

○北海道の事故危険区間 〔472区間〕

第
三
者
委
員
会

地
方
公
共
団
体
等

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
で
改
善

☆各段階において、データ等を活用して科学的か
つ具体的に情報発信。

意見事故データや地域の声をもとに、事故の
危険性が高い特定の区間を明確化
→「事故危険区間リスト」

対策完了後の効果を評価

対策の実施

事故危険区間のうち、優先度の高い区間
から事業化

事故発生要因の分析
要因に即した効果の高い対策を立案

北海道のくらし【交通事故③】

（北海道交通事故対策検討委員会）

15

○北海道における交通安全分野における「成果を上げるマネジメント」に取り組むため、「北海道交通事故対策検討委員会」におい
て、国道における事故危険区間を選定する基準を定め、道路利用者の実感も踏まえた「事故危険区間リスト」を作成。

○市民や道路利用者に広く情報発信して注意喚起を行うとともに、要因に即した効果の高い対策を立案し、対策を実施。完了後の
効果を評価し、マネジメントサイクルで改善することで、効率的な事故対策を推進。



○北海道の火山災害、地震災害等の危険性

常時観測火山（気象庁）：９火山
アトサヌプリ、雌阿寒岳、大雪山、
十勝岳、樽前山、倶多楽、有珠山、
北海道駒ケ岳、恵山

「日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に
係る地震防災対策の推進に関する特別
措置法」（平成１６年法律第２７号）による
推進地域指定市町村

※震度基準（震度６弱以上）、津波基準等から指定

凡 例

注）道路ネットワーク（図中青色）は、高規格幹線道路及び
地域高規格道路（自動車専用道路レベルの路線のみ）
を記載。

北海道のくらし【災害①】
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○ 北海道は、多数存在する活動的な火山による災害、日本海溝・千島海溝等で発生する地震災害等の危険性が高く、集中豪雨や
暴風雪災害も頻発し、自然災害に対して脆弱な地域。

○ 住民等の避難路、避難場所の確保、災害時要援護者の安全確保のための対策、災害により交通基盤等が損なわれた場合の代
替機能確保のための対策が課題。

豊富北

幌延

中川
音威子府

千歳恵庭

黒松内

七飯藤城

大沼公園
森

日高門別

更別

北斗茂辺地

室蘭

名寄

美深美深

多寄

本別
浦幌

深川

士別剣淵

比布
丸瀬布

留萌幌糠

足寄

中札内

忠類大樹

帯広

苫小牧東

高野
女満別

別保別保

美深敷島美深北

北見西

北見東
留萌大和田

温根沼温根沼

静内

七飯

訓子府

遠軽豊里

稚内

留萌

紋別

網走

根室

広尾浦河

岩見沢

倶知安

江差

小樽

アトサヌプリ

雌阿寒岳

大雪山

十勝岳

樽前山

有珠山

北海道駒ケ岳

倶多楽

恵山

地震の発生確率が高い地域を通過。

有珠山等火山の
近傍を通過。

高規格･地域高規格道路（供用区間）

高規格･地域高規格道路（事業区間）

高規格･地域高規格道路（未事業区間）



229

×

被災箇所

××

5

37

276

453

36

5

37

276

230

393

453

N洞爺湖町役場

伊達市役所

留寿都村役場

230

0 10 20km

虻田町

水蒸気爆発

家屋被害850棟，被害233億円，17000人避難

（被災概要）

○『有珠山噴火（平成１２年３月３１日）』 通行止め最大２，９２０日（H12.3.29～H19.3.28）

島牧村

一般国道229号 島牧村

トンネル崩落、人的被害無し

（被災概要）

○『一般国道２２９号第２白糸崩落（平成９年８月２５日）』
通行止め最大２１８日（H9.8.25～H10.3.31）

【被災状況】

【一般国道230号被災状況】

【参考】過去２０年に起きた災害の事例

【迂回路状況】

17

【迂回路状況】

5

230

229

229

277

37

5

229

×被災箇所

N

島牧村栄浜

旧北檜山町役場

0 10 20km

島牧村栄浜 → 旧北檜山町役場
通常時: 28km、 40分
災害時: 142km、195分

洞爺湖町 → 留寿都村
通常時: 30km、 30分
災害時: 126km、150分

伊達市 → 留寿都村
通常時 44km、 50分
災害時 179km、210分

5

276

393

229

230

×
5

5

被災箇所

N

神恵内村柵内

神恵内村役場

0 10 20km

998

229

神恵内村

平成16（2004）年9月9日発生

橋梁落橋、人的被害無し

（被災概要）

【一般国道229号被災状況】

【迂回路状況】

神恵内村柵内 → 神恵内村役場
通常時: 8km、 10分
災害時: 80km、110分

○ 『一般国道２２９号大森大橋落橋（平成１６年９月９日）』
通行止め最大９２日（H16.9.9～H16.12.10）



■国道の津波浸水予測範囲の変化

18

平成１６年度～平成２２年度
北海道沿岸（太平洋、日本海、オホーツク海）の津波浸
水予測図の公表（北海道）
【国道の津波浸水予測範囲 22路線 612km】

平成２４年６月
北海道太平洋沿岸に係る津波浸水予測図の公表（北海道）
【国道の津波浸水予測範囲 31路線 996km】

東日本大震災の被害
により見直し
東日本大震災の被害
により見直し

路線名 延長 路線名 延長
5 24.3 5 62.0
36 4.5 36 61.1
37 2.4 37 30.1
38 27.2 38 57.4
39 0.7 39 0.7
40 2.1 40 2.1
44 8.4 44 34.3
227 4.3 227 7.1
228 60.0 228 75.4
229 162.6 229 162.6

230 0.3
231 22.7 231 22.7
232 29.9 232 29.9

234 1.2
235 15.4 235 78.9
236 2.4 236 8.4
238 89.4 238 89.4

240 4.2
243 2.3

244 22.2 244 40.8
272 0.1
276 0.3
277 1.5

278 41.3 278 79.2

279 1.8 279 1.8
334 29.6 334 29.6

335 3.2
336 60.7 336 101.2
337 0.1 337 0.1

391 4.2
392 0.4 392 4.0

合計 612.4 合計 996.1

見直し前 見直し後

■路線別延長

※日本海沿岸については、平成２４年度から点検・見直し中

オホーツク海沿岸については、平成２５年度から点検・見直しに着手

※日本海沿岸については、平成２４年度から点検・見直し中

オホーツク海沿岸については、平成２５年度から点検・見直しに着手

津波浸水予測の見直し

○沿岸部を通る国道において、津波の浸水が予測される区間が存在。
○H24年に太平洋沿岸の浸水予測が見直され、予測区間が約380km増加。沿岸部のネットワークのあり方について検討が必要。



■津波浸水予測図（平成18年3月）

■新たな津波浸水予測図（平成24年6月公表）

凡　　　   例

高規格道路（事業区間）

津波浸水想定箇所

高規格道路（供用区間）

高規格道路（未事業区間）

一般国道

19

津波浸水予測の見直し（釧路地方）

資料：北海道「津波浸水予測図」を基に作成資料：北海道「津波浸水予測図」を基に作成



■津波浸水予測図（平成18年3月）

■新たな津波浸水予測図（平成24年6月公表）

凡　　　   例

高規格道路（事業区間）

津波浸水想定箇所

高規格道路（供用区間）

高規格道路（未事業区間）

一般国道

20

津波浸水予測の見直し（日高・十勝地方）

資料：北海道「津波浸水予測図」を基に作成資料：北海道「津波浸水予測図」を基に作成



21

津波浸水予測の見直し（胆振地方）
■津波浸水予測図（平成19年3月）

凡　　　   例

高規格道路（事業区間）

津波浸水想定箇所

高規格道路（供用区間）

高規格道路（未事業区間）

一般国道

■新たな津波浸水予測図（平成24年6月公表）

資料：北海道「津波浸水予測図」
を基に作成

資料：北海道「津波浸水予測図」
を基に作成



■津波浸水予測図（平成19年3月） ■新たな津波浸水予測図（平成24年6月公表）

22

津波浸水予測の見直し（渡島地方）

凡　　　   例

高規格道路（事業区間）

津波浸水想定箇所

高規格道路（供用区間）

高規格道路（未事業区間）

一般国道

資料：北海道「津波浸水予測図」を基に作成資料：北海道「津波浸水予測図」を基に作成



北海道のくらし【原発】
○平成２３年３月に発生した東京電力福島第１原発事故を受け、北海道地域防災計画(原子力防災計画編)が改訂（H25.1)

緊急時防護措置準備区域（ＵＰＺ：30km圏）が設定され、関係する自治体が４町村から１３町村へ拡大。
○ＵＰＺの住民を30km圏外の避難所へ円滑に避難する計画策定のための基礎資料として 、北海道が３３６パターンの避難時間推計シ

ミュレーションを実施（H25.10）。
○シミュレーションを受け、自治体の避難等措置計画策定にあたり、避難時の移動手段（バス・自家用車など）の確保と道路の渋滞が

課題となっている。

▼１３自治体のＵＰＺ人口▼１３自治体のＵＰＺ人口

資料：北海道地域防災計画(原子力防災計画編)H25.1より資料：北海道地域防災計画(原子力防災計画編)H25.1より

 
400 以上
300 - 400
200 - 300
100 - 200
100 未満

H22 総
人口

 災害対策本部

緊急輸送機関

消防本部

災害拠点病院

災害対策本部

緊急輸送機関

消防本部

災害拠点病院

▼泊原子力発電所のＵＰＺ圏の人口分布

資料：北海道地域防災計画(原子力防災計画編)H25.1
平成25年度第2回北海道防災会議原子力防災対策部会有識者専門委員会資料を基に作成

資料：北海道地域防災計画(原子力防災計画編)H25.1
平成25年度第2回北海道防災会議原子力防災対策部会有識者専門委員会資料を基に作成

防災計画 改訂前 ： ４町村 ２４，２２０人

改訂後 ： １３町村 ７７，６４０人（３．２倍）

防災計画 改訂前 ： ４町村 ２４，２２０人

改訂後 ： １３町村 ７７，６４０人（３．２倍）

UPZ人口 全人口 シェア

泊村 1,884 1,884 100%

共和町 6,567 6,567 100%

岩内町 14,743 14,743 100%

神恵内村 1,026 1,026 100%

寿都町 440 3,350 13%

蘭越町 4,721 5,279 89%

ニセコ町 3,929 4,862 81%

倶知安町 15,260 15,461 99%

積丹町 1,484 2,488 60%

古平町 3,620 3,620 100%

仁木町 3,812 3,812 100%

余市町 19,053 21,019 91%

赤井川村 1,101 1,217 90%

合計 77,640 85,328 91%
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○食料自給率は、全国３９％に対して、北海道は１７４％であり、日本の食料基地となっている。また、オホーツク圏、十勝圏をはじ
め、地方部における食料自給率が高い傾向。

（注）市町村別食料自給率については、北海道開発局開発計画課試算による。
なお、これらの食料自給率の算出に必要となる、市町村別の各種農畜産物等の公
表データは限定されているため、試算値は概ねの傾向を示す参考値

■都道府県別食料自給率 ■全国の農業生産額 上位10位

■北海道の市町村別食料自給率
資料：農林水産省 食料自給率(カロリーベース Ｈ２２確定値)

北海道の地域産業【農林水産業①】

315,400t

4,500t

68,700t

72,800t

134,400t

3,758,000t

2,500,000t

857,800t

18,000t

1,098,000t

■全国シェア半数以上を占める主な農作物

■全国シェア半数以上を占める主な水産物－海面漁業

資料：農林水産省「作物統計」
てんさい・小麦・いんげん（平成24年産作物統計（普通作物・飼料作物・工芸農作物））
ばれいしょ・たまねぎ（平成24年産野菜生産出荷統計）

資料：農林水産省「海面漁業生産統計」（平成24年漁業・養殖業生産統計（概数値））

資料：農林水産省
「平成22年

生産農業所得統計」
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（億円）（億円）

北海道の農業生産額は
他都府県より突出



○農林水産業では一人当たり生産額等が増加傾向。また、主要な生産地は主に地方部及び沿岸部。
○オホーツクは全国随一のホタテの生産基地であり、漁獲量は全国シェアの約５割に達する。以前は消費地まで遠く、品質の高さを

活かせなかったオホーツク産のホタテが、輸送時間の短縮により、新千歳空港当日便による出荷が可能となった。

■1,000万円以上
■750 – 999万円
■500 – 749万円
■250 – 499万円
■0 – 249万円
■統計なし・非公開等

(円)

20,000,000
10,000,000
 5,000,000
        0
        -1

2,000万円以上
1,000－1,999万円
500－999万円
0－499万円

Ｈ17農業就業者
一人当たり農業産出額

＜北海道平均＞
［H7］５９５万円

↓
［H17］６８８万円

Ｈ17漁業就業者
一人当たり漁業生産額

＜北海道平均＞
［H7］５８７万円

↓
［H17］６９５万円

■農業就業者1人当たり農業産出額

■漁業就業者1人当たりの漁業生産額

出典 農業産出額：農林水産省「生産農業所得統計」
農業就業者数：総務省「平成17年国勢調査」

出典 漁業生産額：北海道水産林務部「北海道水産現勢」
漁業就業者数：総務省「平成17年国勢調査」

■北見～新千歳空港間の輸送ルート
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北海道の地域産業【農林水産業②】

オホーツク

50.2％

他府県 0.1%

その他道内
49.7%

■H24ホタテ漁獲量
全国シェア

資料：漁業・養殖業生産統計（海面漁業）資料：漁業・養殖業生産統計（海面漁業）

■ホタテ空輸出荷スケジュールの変化

244

349

0

100

200

300

400

S45 H24

（分）
１０５分
短縮

資料：
東京都中央

卸売市場

年報

資料：
東京都中央

卸売市場

年報

■湧別町から新千歳空港
への所要時間変化

新千歳空港

関 東

関 西

中 部

18:0018:00頃頃

当日中に当日中に
配送先へ配送先へ

女満別空港

輸送コストが高い
輸送量に制限

翌日販売翌日販売

全国の消費地に全国の消費地に
高鮮度のホタテを提供高鮮度のホタテを提供

市

場

・
仲

買

旭川紋別自動車道・
北海道縦貫自動車道を利用

新千歳空港

翌日発送翌日発送

輸送コスト安い
大量輸送が可能

高規格道路整備前高規格道路整備前

高規格道路整備後高規格道路整備後

輸送時間が長く、当日
便に間に合わない

11:0011:00頃頃 出発出発

１日遅れると半値
以下の価格

当日当日
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▼たまねぎ生産量シェア

*H24作物統計（農林水産省）

H22年度：３→２往復便へ減便

H23年度：１往復便に減便

▼たまねぎ列車の状況
（北見～旭川間）

▼オホーツク産たまねぎの主要輸送経路

たまねぎ列車の主要輸送経路

トラック輸送の主要輸送経路

たまねぎ列車の主要輸送経路

トラック輸送の主要輸送経路

○オホーツク圏の主要農産品を輸送する”たまねぎ列車”が減便され、一部がトラック輸送に転換。

道外へ
約6.3万トン

道外へ
約18.6万トン

●物流の現状（帯広廻り）

たまねぎ列車等、鉄道貨物の減便により、
帯広廻りの陸路輸送の増加も

高規格幹線道路（開通済）

高規格幹線道路（事業中）

国道

ＪＲ貨物路線

0% 20% 40% 60% 80%

北海道

佐賀県

兵庫県

愛知県

長崎県

静岡県

香川県

栃木県

群馬県

熊本県

60.6%
11.2%

8.0%

2.7%
2.3%

1.1%

1.0%

1.0%
0.9%

0.9%

北海道が
全国シェア

約6割

北海道の地域産業【農林水産業③】
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北海道の地域産業【観光】

■観光入込客数の推移

札幌市

北見市

釧路市

帯広市

千
歳
恵
庭

千
歳
東

追
分

夕
張

む
か
わ
穂
別

占
冠

ト
マ
ム

十
勝
清
水

芽
室

帯
広

芽
室
帯
広

池
田本

別
本
別

足
寄

■札幌圏から３ 時間圏と日帰り観光の立寄り地

【池田ワイン城 】

【オンネトー 】

資料：観光地アンケート調査結果（H24）
国土交通省「平成22年度 道路交通センサス」

※１：札幌市3時間圏は、北海道内を1km格子状の
地域にて区分した 地域区分（3次メッシュ）毎に
算出した所要時間を用いて作成した。

※２：日帰り観光の立寄地は、道東地域14箇所に
おけるアンケート調査結果※３を基に作成した
道央地域に居住する日帰り観光客の周遊市町村
および箇所。

※３：アンケート調査箇所：十勝川温泉、柳月スイート
ピアガーデン、池田ワイン城、十勝エコロジーパーク、
帯広競馬場、帯広動物園、オンネトー、美幌峠、
道の駅なかさつない、道の駅うらほろ、
道の駅あしょろ銀河ホール21、道の駅しらぬか恋問、
十勝平原SA、 占冠PA

資料：北海道観光入込客数調査
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十勝地方は10年で
約70万人増加

道東道開通に
より観光客が

増加

■圏域別観光入込客数の推移

【十勝エコロジーパーク 】

資料：寒地土木研究所

○北海道観光は、国内観光客が減少傾向である一方、外国人観光客は増加傾向。
○日帰り圏域の拡大等によって、入込客数が増加している圏域も存在。
○移動時間の短縮により立ち寄り箇所または滞在時間の増加が期待。

■滞在時間と消費額の関係
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資料：北海道
「北海道観光入込客数調査」


